
新潟工科専門学校　シラバス（授業計画書）

実務授業の有無

% % % %

実務経験教員の経歴 設計事務所にて設計業務に11年従事

70 30

①社会人として必要なマナーやルールを理解させるために

説明やロールプレイング、実習などを交え繰り返し徹底す

ることで、身に付けさせる。

②個々の能力や、希望などを十分理解したうえで、適切な

指導を心掛ける。

成績評価基準は

A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以下)とする。

期末試験 小テスト

情報収集・企業研究

　・情報収集のポイント

　・企業研究の方法

①企業研究で必要な情報

②情報収集の方法

③企業を絞り込む方法

準備学習：①サクセス第３章　Ｐ35～Ｐ50の予習

自分と職業を理解する。

　・自分自身を知る。

　・職業を知る。

　・志望動機

①自分の強みを発見する。

②業種と職種を理解。

③志望動機とは何かを理解。

準備学習：①サクセス第２章　Ｐ18～Ｐ34の予習

就職活動の準備とスタート

　・就職活動の心構え

　・就職活動の準備

①「働く意義」について考える。

②企業が求める人材を理解。

③どの時期に何をすべきかを理解。

準備学習：①サクセス第１章　Ｐ5～Ｐ17の予習

挨拶とマナー

　・挨拶の必要性

　・集団の中の個人

　・ルールと遵守について

方法：テキストとプリントを使って説明

達成目標：挨拶とマナーを身につける。

準備学習：①サクセス第１章　Ｐ5～Ｐ17の予習

年間通して行う就職実務の学習内容と目標について（何の

ために2年間かけて学ぶのかを認識する）

2年間通して行う就職実務の学習内容と目標について

（何のために2年間かけて学ぶのかを認識する）

授業項目、内容

①SUCCESS　ウィネット出版

授業概要、目的、

授業の進め方

評価方法・成績評価基準

科目名 就職実務Ⅰ

NO.

履修上の注意

2

3

4

5

学習方法・準備・備考

1

16必修・選択 必修 単位数

テキスト・教材・参

考図書・その他資料

１．就職活動への意識付け、働く意義を理解させる

２．就職活動のスケジュールを把握させ、計画的に活動できるよう指導する。

３．マナーや敬語、挨拶などは説明のほかにロールプレイングなど、実践的な指導も行う

４．業界研究や、企業研究などの情報収集はインターネットや情報誌、ガイダンスなどで自律的な

活動を促す指導をする。

学習目標

（到達目標）

１.自分を理解したうえで、希望する企業を研究することができ、自立的かつ、計画的に就職活動

を進めることができる。

時間数

担当教員 野口　信彦 ○

対象学科 建築士学科 対象学年 1 開講時期 前期

6

採用試験の選考方法を知る

　・書類、　・一般常識、　・適正、　・作文、　・面接等

　・企業により試験内容が違うことを確認。

①試験の内容と対策について考える。

②企業が行う試験の傾向を理解。

③どの時期に何をすべきかを理解。

準備学習：①サクセスの予習と求人票の確認

7 ※就職適正検査実施(夏休み前)

8 ※第１回進路希望調査実施(夏休み期間) 希望職種が明確になる。

9
求人票の見方

　・求人票に書かれてる内容について

方法：求人票に書かれてる内容について説明し、そ

れぞれの項目がどのような意味をを持っているか説

明出来るようになる。


